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 C60フラーレン 1) は，直径約 1 ナノメートル （10 億









































































イリド 3 の合成を行った。ブロムエステル 1 とジメ
チルスルフィドとの反応により，チオイリド前駆体 2 
を 93%の高収率で得た．次に，化合物 2 を NaOH 水
溶液で処理することにより C60 フラーレンと連結させ















中，室温で 18 時間反応を行うことによりイリド 3 と









 得られたエステル 4 から糖鎖との連結が可能なア
ルコール 5 および酸塩化物 7 への誘導を検討した




そのため，エステル 4 をカルボン酸 6 へ誘導後，
LiAlH4を用いる 5 への還元反応を検討した．エステル 
4 からカルボン酸 6 への加水分解は，トリフルオロ酢
酸（TFA）を用いる酸性条件下で容易に進行し 97% の
高収率で目的のカルボン酸 6 を与えた．得られた 6 
のLiAlH4を用いる還元反応を検討した．しかしながら，
化合物 4 から 5 への誘導の試みと同様に反応は進行
せず，目的の 6 を得ることはできなかった．この結果
を考慮し，糖鎖と連結するための化合物として酸塩化
物 7 の合成を検討した．すなわち，化合物 7 と塩化
チオニルとの反応をジクロロメタン—ジオキサン還流




















 次に，得られた化合物 7 と糖鎖を連結させるための
予備実験として，7 とアミノアルコール 8 との反応を
検討した（Scheme 4）。その結果，化合物 7 と 8 との
反応をピリジン中，室温で 12時間行ったところ，目的
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